
 

第 141 回  学長定例記者会見 発表事項 2    

 

令和 4 年 1 月 20 日 

 

 

       第 1 回「赤いカンナの花」音楽会 

 〜被爆樹木から生まれた弦楽器の響き。平和へのメッセージ〜 

の開催について 

 

 

2022 年 2 月 27 日（日）、広島大学が所有する被爆樹木を用いた弦楽器（ヴ

ァイオリン・ヴィオラ・チェロ）による演奏会が、東広島芸術文化ホールくら

ら大ホールにて開催されます。 

原爆により亡くなられた方々の慰霊と被爆体験の継承活動に役立てる目的

で生まれた、これらの被爆樹木を使用した弦楽器の音色を奏でることにより、

被爆された方々の心の癒しとなり、忘れてはならない過去の悲惨な歴史を音楽

の力で側面から支え、継承し風化させない演奏会とします。なお、このコンサ

ートはチャリティコンサートです。 

ヴァイオリンの小川有紀子さんは、第 28 回ティボール・ヴァルガ国際ヴァ

イオリンコンクール第４位や東京現代音楽祭室内楽コンクール第１位など国

内外の国際コンクールで上位入賞や優勝を果たされた、我が国を代表するヴァ

イオリニストです。 

ヴィオラは広島大学大学院人間社会科学研究科音楽文化教育学領域のヴァ

イオリン教員の高旗健次教授（ドイツ国家演奏家資格取得）が、チェロは広島

大学教育学部客員教授でチェリストの森純子氏が演奏します。 

三人で被爆樹木から生まれた弦楽器でコダーイ作曲のインテルメッツォ(間

奏曲)や、広島大学の弦楽器専攻学生とともに、ドヴォルザーク作曲の弦楽五

重奏第２番などを演奏します。 

 
 

 

 

 

 
【お問い合わせ先】 

大学院人間社会科学研究科 

教授 高旗 健次 

TEL：082-424-6831   

 

 






